
議案第８号 

 

市川第４－４処理分区建設工事委託に関する協定について 

 

市川第４－４処理分区建設工事委託に関する協定について、次のとおり締結

したいので、市議会の議決を求める。 

 

平成２５年６月７日提出 

市川市長  大 久 保  博    

 

記 

 

１ 件 名  市川第４－４処理分区建設工事委託に関する協定 

２ 施 工 場 所  市川市南大野１丁目４３番～４４番地先 

３ 協 定 金 額  ２１０，０００，０００円 

４ 協 定 方 法  随意契約 

５ 協定相手方  千葉県千葉市美浜区磯辺８丁目２４番１号 

         公益財団法人千葉県下水道公社 

         代表者 理事長 田中 亨 

６ 協 定 概 要  市川市江戸川左岸流域関連公共下水道事業計画に基づき、

市川第４－４処理分区内の幹線管渠
きょ

工事を施工するもので、

設計・積算・施工管理など多くの実績がある公益財団法人

千葉県下水道公社に同工事を委託するもの。 



理  由 

 

  既定予算に基づく市川第４－４処理分区建設工事委託について、公益財団

法人千葉県下水道公社との間に「市川第４－４処理分区建設工事委託に関す

る協定」を締結したいので、市川市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第２７号）第２条の規定により提

案するものである。 

 

 

 



議案第８号の参考 

 

市川市公共下水道施設の建設工事委託に関する協定（案） 

 

市川市（以下「甲」という。）と、公益財団法人千葉県下水道公社（以下「乙」という。）とは、市

川市公共下水道施設の市川第４－４処理分区の建設工事に関し、次のとおり協定を締結する。 

（この協定の目的） 

第１条 この協定は、市川市公共下水道施設の整備に関し、甲が事業の一部の施行を乙に委託するこ

とによりその促進を図り、もって生活環境の改善と公共用水域の水質の保全に資することを目的と

する。 

（建設工事の委託） 

第２条 甲は、乙に対し、市川市公共下水道施設の市川第４－４処理分区の建設工事（以下「建設工

事」という。）を委託する。 

２ 前項の建設工事の委託の対象及びその内容は、別記のとおりとする。 

（土地の取得等） 

第３条 建設工事に必要な土地の取得その他損失補償は、甲が行う。 

（行政上の手続き） 

第４条 建設工事を施行するため必要となる行政上の手続きは、甲が行い、乙はこれに協力するもの

とする。 

（建設工事の施行） 

第５条 建設工事は、甲と乙が協議し、相互に確認した設計書により施行するものとする。 

２ 乙が建設工事の途中において前項の設計書を変更する必要があると認めたときは、その都度甲と

乙とが協議して定めるものとする。 

（完成期限） 

第６条 建設工事の完成期限は、平成２６年３月３１日とする。 

（費用） 

第７条 建設工事に要する費用は、金２１０，０００，０００円（うち取引に係る消費税及び地方消

費税の額１０，０００，０００円）とする。 

２ 賃金又は物価の変動等により前項の金額では建設工事を完成することが困難であると認めるとき

は、甲と乙とが協議して、同項の金額を変更し、又は第２条第２項の建設工事の委託の対象若しく

はその内容を変更するため、この協定を変更するものとする。 

（費用の支払） 

第８条 甲は、次の各号に定めるところにより、建設工事の施行に要する費用を乙に支払うものとす

る。 

 一 前条第１項の費用にかかる資金支出計画については、乙が甲と協議してこれを定め、所要金額

及び支払時期を決定するものとする。 

 二 甲は、前号の資金支出計画に基づき、乙の請求により、所要金額を乙に支払うものとする。 

 三 甲は、前条第１項の費用を、業務の進捗状況により、乙から請求があった場合、分割して所要

金額を乙に支払うものとする。分割する額、支払時期及び支払方法については、甲と乙とが協議

して定める。 



（業務主任技術者） 

第９条 乙は、建設工事の履行について、技術上の管理をつかさどる業務主任技術者（当該業務に関

し、主として指揮・監督を行うもの。）を定め、甲に通知するものとする。 

（建設工事等の執行） 

第10条 乙は、建設工事等の実施にあたっては、乙の内部規程等に沿って円滑、適正に行われるよう

努めなければならない。 

（苦情等の処理） 

第11条 建設工事の施行に伴う苦情等については、主に甲が処理するものとし、乙はこれに協力する

ものとする。 

（未完成の場合の措置） 

第12条 乙は、建設工事が第６条の完成期限内に完成し難いと認められるときは、速やかに甲と協議

するものとする。 

（施設等の引渡し等） 

第13条 乙は、建設工事の全部又は一部が完成したときは、速やかに完成調書を甲に提出し、甲は、

完成認定を行うものとする。 

２ 乙は、前項の完成認定を受けたときは、引継書を甲に提出し、当該施設を甲に引渡すものとする。 

３ 乙は、甲に引渡した施設を建設工事のため使用する必要があるときは、必要とする施設の名称及

び使用する期間を甲に通知し、当該施設を使用することができるものとする。 

（かし担保請求権の引渡し） 

第14条 乙は、前条の引渡しを行おうとするときは、請負業者等に有するかし担保請求権を合わせて、

甲に引渡すものとする。 

２ 前項の引渡し後、甲は、遅滞なくかし担保請求権に係る引受書を乙に送付するものとする。 

（費用の精算） 

第15条 乙は、建設工事が完成したときは、速やかに費用の精算を行うものとする。 

２ 工期が２年以上にわたる場合は、乙は、中間年度において年度終了報告を行うものとする。 

３ 精算の結果生じた納入済額と精算額との差額は、甲に還付するものとする。 

（報告等） 

第16条 乙は、建設工事の施行に関し、乙が建設業者と工事請負契約を締結したときは、速やかに甲

にその概要を通知するものとする。 

２ 甲は、建設工事の施行に関し必要があると認めるときは、乙に報告を求めることができるものと

する。 

（損害の負担） 

第17条 建設工事の施行に伴う損害で、乙の責めに帰すべき原因によるものは乙が、天災その他の原

因によるものは甲が、それぞれ負担するものとする。 

（秘密の保持等） 

第18条 乙は、建設工事の施行上、知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。建設工事を完成した

後も同様とする。 

（検査への協力） 

第19条 乙は、建設工事にかかる国の会計検査が実施されるときは、甲に協力して補助するものとす

る。 



（相互協力） 

第20条 甲及び乙は、円滑，適正に工事が進められるよう、必要に応じて協議、調整し、相互に協力

するものとする。 

（協定の効力） 

第21条 この協定は、第8条、第15条に基づく甲の乙に対する支払い及び乙の甲に対する精算が終了す

るまで、また第19条については検査が終了する日まで効力を有する。 

（その他） 

第22条 この協定に定めのない事項については、甲と乙とが協議して定める。この協定に定めのある

事項について疑義が生じたときも、また、同様とする。 

 この協定を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印し、それぞれ1通を保有する。 

 

  

 

平成２５年  月  日 

 

 

                     甲 千葉県市川市八幡１丁目１番１号 

                       市川市   

                       代表者 市長 大久保  博         

 

                     乙 千葉県千葉市美浜区磯辺８丁目２４番１号 

                       公益財団法人千葉県下水道公社 

                       理 事 長  田 中  亨    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別 記） 

 

建設工事の委託の対象及びその内容 

 

１．建設工事の対象 

  幹線管渠 

   名  称 市川市公共下水道施設市川第４－４処理分区建設工事 

   位  置 市川市南大野１丁目４３番～４４番地先 

   延  長 約２８２ｍ 

 

２．建設工事の内容 

 工事内容 種別 数量 備考 

推進工法 
φ600ｍｍ 

φ900ｍｍ 

約 138ｍ 

約       30ｍ 
 

幹線管渠 

開削工法 φ200ｍｍ 約 114ｍ 
 

 

 

(注) 第３条の「損失補償」には、建設工事の施行に伴い通常避けることができない地盤沈下、地下

水の断絶等の理由により第三者への損害が生じた場合の当該損害に対する補償も含まれる。 

 

 



 

議案第８号の参考図１ 
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工事委託箇所 



議案第８号の参考図２ 

 

 

 

 
 

 

 

 

標 準 断 面 図 

（開削工） 

（推進工） 


